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序

彩り豊かな山並みを仰ぎ、千曲川・犀川の大河に抱かれた長野

市では、悠久の歴史の中で、多様な人々の生活が営まれてきまし

た。各地に残る伝統行事や歴史的建造物などの文化財は、郷土の

成り立ちや文化を理解する上で欠くことのできないものです。中

でも土地に埋蔵されている遺跡やそこに存在する遺構・遺物は、

私たちの祖先の知恵と文化の集積であるとともに、当時の人々の

暮らしぶりを現在に伝えてくれる貴重な財産です。

ここに長野市の埋蔵文化財第１６１集として刊行いたします本

書は、宅地分譲地造成工事に伴って実施した、浅川扇状地遺跡群

に属する古宇木遺跡に関する調査報告書であります。

発掘調査では、弥生時代中期から古墳時代後期の竪穴住居跡を

検出したほか、土師器や須恵器等の土器が出土しました。

この調査成果が地域の歴史解明の一助として、そして文化財保

護に広くご活用いただければ幸いであります。

最後に、埋蔵文化財保護に対する深いご理解のもと、この調査

にご協力をいただいた事業者並びに地域の皆様、また、発掘作業

に携わっていいただいた皆様方に厚く御礼申し上げます。

令和 3 年 3 月

長 野 市 教 育 委 員 会

教育長 近 藤 守



例 言

１ 本書は、長野県長野市三輪地区における「三輪十丁目分譲地造成工事」に伴い、記録保存を目的に実施され

た埋蔵文化財緊急発掘調査の報告書である。

２ 発掘調査地は、長野県長野市三輪十丁目493番1外に所在し、浅川扇状地遺跡群古宇木遺跡内に位置してい

る。

３ 発掘調査の実施については、事業主体者であるジェイエイながのサービス株式会社 代表取締役 関知明 から

の委託により、長野市長 加藤久雄 が受託し、長野市教育委員会が直営事業として実施した。なお、調査は長

野市埋蔵文化財センターが担当した。

４ 埋蔵文化財の保護対象範囲は、開発事業面積1,790.62㎡の全域である。このうち、道路建設予定範囲の約

482㎡を発掘調査実施対象範囲とし、調査を行った。なお、実質調査面積は238㎡である。

５ 現地における発掘調査は、令和元年9月17日から同年11月8日まで行った。うち、中断期間は10月22日か

ら11月４日までである。

６ 現地における発掘調査および本書の編集は飯島の指導のもと小野と篠井が担当した。執筆分担は以下の通り

である。

飯島哲也 第１章 第１節

小野涼香 第１章 第２節・第３節、第２章、第３章 第３節

篠井ちひろ 第３章 第３節および上記以外

７ 調査で得られた諸資料は、長野市教育委員会長野市埋蔵文化財センターで保管している。出土遺物の注記記

号はアルファベットの「AKUK」である。

８ 発掘調査の実施に際し、委託者であるジェイエイながのサービス株式会社におかれては、埋蔵文化財に対し

て深いご理解を頂き、絶大なご協力を賜った。



凡 例

本書では、調査によって確認された遺構・遺物について、その基本的資料を提示することに主眼を置いた。資

料掲載の要領は以下の通りである。

１ 基準点測量および遺構測量は、平面直角座標系（国家座標）の第Ⅷ系（東経 138°30’00”、北緯 36°00’

00”）の座標値（日本測地系 2011）と日本水準原点の標高を基準とし、株式会社写真測図研究所に委託した。

２ 掲載した地図は上が真北を示す。また、実測図等に掲載した方位は全て座標北を表している。

３ 掲載した遺構図、遺物実測図の縮尺は各図版に提示した。個別遺構図に関しては 1/80 の縮尺を基本とし

ているが、微細図その他についてはこの限りではない。

４ 掲載した遺構写真、遺物写真の縮尺は任意である。

５ 遺構の略記号は以下の通りである。遺構番号は現場で付した通し番号を基本とし、整理調査時の検討によ

って欠番となったものや変更となったものについては、遺構一覧表において旧番号と欠番表記を併記した。

竪穴住居跡：ＳＢ 溝状遺構：ＳＤ 土坑 : ＳＫ 小穴 : ＳＰ カマド跡：ＳＬ 性格不明遺構 : ＳＸ

６‌� 遺構一覧表および遺物観察表の凡例は、それぞれの表掲載頁に記載した。遺構の規模、遺物寸法の欄にお

いて、括弧付の数値は残存値を表す。

７ 遺構実測図において、遺構の推定ラインを破線で、住居跡床面等の硬化面の範囲を一点鎖線で示した。ま

た、焼土および被熱痕の範囲をグレー塗りつぶしで示した。

８ 遺物実測図において、断面黒塗りは須恵器を表す。また、赤色塗彩が認められる資料は、その範囲をトー

ンによって示した。

９ 土層の色調記載は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帖」によるものである。
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第2節 調査体制
本調査は、ジェイエイながのサービス株式会社より委託を受け、長野市教育委員会の直轄事業として、長野市

埋蔵文化財センターが実施した。その組織は以下の通りである。

調査主体者 長野市教育委員会 教 育 長 近藤守

総括責任者 長野市教育委員会 教 育 次 長 竹内裕治（令和元年度）

樋口圭一（令和2年度）

総括管理者 長野市教育委員会文化財課 課 長 小柳仁彦

調査責任者 長野市埋蔵文化財センター 主幹兼所長 石田正路（令和元年度）

所 長 大井久幸（令和2年度）

調査担当者 長野市教育委員会文化財課（埋蔵文化財センター担当） 課長補佐 飯島哲也

調 査 機 関 長野市埋蔵文化財センター

庶務担当 係 長 小林晴和

事務職員 宮本博夫

宮崎千鶴子（令和元年度）

平林満美子（令和2年度）

調査担当 係 長 風間栄一

主 事 小林和子

研 究 員 篠井ちひろ（主任調査員）、小野涼香（調査員）、

清水竜太、田中暁穂、遠藤恵実子、社本有弥（令和元年度）、

井出靖夫（令和2年度）、伊藤愛（令和2年度）

発掘調査員 向山純子

発掘補助員 後藤大地

発掘作業員 青山三枝子、内田正征、江守久仁子、岡沢貴子、小澤美智子、大日方孝、

金子ポンティプ、杉本千代、中村泰明、峯山真由美、宮尾弘子、渡辺由美

整理調査員 青木善子、市川ちず子、鳥羽徳子、武藤信子

整理作業員 飯島早苗、清水さゆり、西尾千枝、待井かおる、宮島恵子、三好明子

遺構測量委託 株式会社写真測図研究所

重機等現物提供 ジェイエイながのサービス株式会社

（本体工事請負業者：株式会社 北條組）
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第3節 調査経過（調査日誌抄）
令和元年

 9月17日（火）	 A区、重機による表土除去作業開始（～9月19日）。作業員雇用開始。

 9月18日（水）	 壁精査および遺構検出開始（～ 10月18日）。

 9月24日（火）	 現場作業休止。

 9月25日（水）	 SB 2・SB4〜 SB7、SX3掘り下げ開始。

10月  2日（水）	 SB 1掘り下げ開始。

10月  3日（木）	 遺構測量。SB3掘り下げ開始。

10月  7日（月）	 現場作業休止。

10月  8日（火）	 遺構測量。SK2、SX1掘り下げ開始。

10月  9日（水）	 ジェイエイながのサービス（株）、（株）北條組、埋蔵文化財センターの三者でB区の調査及び

工事に関しての協議を行う。

10月15日（火）	 台風19号により調査区壁が崩落。また、調査区水没のため1日排水を行う。

10月16日（水）	 調査区復旧作業（～ 10月17日）。

10月18日（金）	 空撮。遺構個別写真および全景写真撮影。遺構測量。

10月21日（月）	 SB 5カマド精査。A区の調査終了。

10月22日（火）	 現場作業休止（～ 11月4日）。

11月  5日（火）	 B区、重機による表土除去作業開始（～ 11月6日）。

11月  6日（水）	 遺構検出開始。

11月  7日（木）	 SX1、SP掘り下げ開始。

11月  8日（金）	 調査区全景、遺構個別写真撮影。遺構測量。機材撤収。現地における作業終了。

発掘調査風景

台風19号で水没した現場

発掘調査風景

復旧作業風景
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第2節 歴史的環境
浅川扇状地では、これまで多くの遺跡が発見されており、これらの遺跡を総括して「浅川扇状地遺跡群」と呼

称している。古宇木遺跡として今回初めて調査を行った調査地は、浅川扇状地の扇頂に程近い扇央部に位置する。

以下、古宇木遺跡周辺の発掘事例を概観し、周辺の歴史的環境としたい。

吉田高校グランド遺跡（図5－3）

昭和45年（1965）に遺跡の存在が確認され、昭和50年（1975）、昭和51年（1976）、昭和60年（1985）、平成11

年（1999）に調査が実施された。

昭和45年（1965）のプール建設途上において多量の土器が出土したことにより、遺跡の存在が確認され、それ

らの出土遺物をもとに弥生時代後期初頭の「吉田式土器」が型式設定された。

昭和60年（1985）の同校体育館及び格技室の新築工事に伴う第三次調査では、竪穴住居跡10軒がほぼ重複しな

い分布状況で検出された。住居跡の所属時期は、出土遺物から弥生時代後期初頭とされる「吉田式」期に限定さ

れている。

平成11年（1999）に行われた、サッカーグラウンドの造成工事に伴う第四次調査では、住居跡17軒が検出され、

土器・石器・勾玉未製品・土製勾玉のほか天王山式土器・アメリカ式石鏃などの東北系の遺物が出土している。

調査地は第三次調査の西隣にあり、第三次調査で確認された集落の続きが良好な形で検出された。

本村東沖遺跡（図5－4）

平成3年（1991）に長野高校校舎改築に伴う調査が実施され、弥生時代中期の竪穴住居跡3軒・後期41軒、古

墳時代では前期2軒・中期から後期56軒、平安時代1軒、掘立柱建物跡等を確認した。弥生時代後期の住居跡は

同遺跡サーパス上松地点でも検出されており、南北300mを超える居住域が想定できる。また、古墳時代中期か

ら後期にかけての集落から、滑石製子持勾玉、土鈴など祭祀的性格の強い遺物が出土した。地附山古墳群の造営

とほぼ同時期とみられ、古墳と集落の対応関係が看取できる。

下宇木遺跡（図5－5）

平成2年（1990）にうずら幼稚園プール造成、国補公営住宅建設及び関連事業に伴う調査が実施され、弥生時

代の竪穴住居跡6軒、古墳時代の竪穴住居跡11軒・溝跡・土坑・小穴等が確認された。

押鐘遺跡（図5－32）

平成2年（1990）に宅地造成事業に伴う調査が実施され、住居跡1軒、溝跡4条、土坑6基が検出された。出

土遺物から、弥生時代後期から中世にわたる集落跡の一部であると考えられる。

浅川端遺跡（図5－33）

平成13年（2001）から平成14年（2002）にかけて、都市計画道路北部幹線道路改良工事に伴う調査が実施され、

弥生時代の竪穴住居跡及び周溝墓、古墳時代の住居跡、奈良時代の遺構が確認された。特に、馬形帯鉤の出土に

ついては、発掘調査での出土例としては全国初の事例となった。
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檀田遺跡（図5－34）

平成9年（1997）から平成15年（2003）にかけて断続的に長野市檀田土地区画整理事業に伴う調査が実施され、

縄文時代中期・弥生時代中期・弥生時代後期・古墳時代前期～後期・平安時代～中世の各時期にわたる遺構と遺

物が多数確認された。縄文時代中期の遺構では環状列石が市内で初めて検出された。弥生時代後期の円形周溝墓

の副葬品では銅釧と鉄釧が連なって出土した。

引用・参考文献
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図8 A区全体図（1/120）
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図9 B区全体図（1/120）
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第2節 調査の概要
本調査の実質調査面積は、A区194m2、B区44m2である。調査地とその周辺は旧来広範囲にわたる水田域であ

り、調査区内の堆積土層にも複数の水田層が確認できた。

A区およびB区の基本的な土層堆積状況は、各地区全体図（図8・9）に示した地点で図10のように把握した。

基本層序Ⅰの5層および7層を遺物包含層と判断した。層内に含まれる遺物から、5層が古墳時代以降の遺物包

含層、下層の7層が弥生時代中期から同後期遺物包含層と考えられる。5層と6層は、SB2の北端あたりまで

追跡が可能だが、これ以南では確認できない。調査地では階段状に水田がつくられており、造成に伴って6層以

上が削平されたためと考えられる。調査地一帯の旧地形は、南東方向へ下る緩斜面地で、堆積土層にもその様相

が認められたが、水田の上段と下段の現地表面において約60cmの高低差が生じている。このため、遺構検出面

は上段に当たるA区北端からSB2北端付近までが現地表面下約125cm、下段にあたるSB2北端付近からA区南

端までは現地表下約115cmとなった。なお、重機掘削時に5層の存在を認識することが遅れ、水田上段部分にお

いて7層下面まで掘削してしまったため、確認できなかった遺構が複数ある可能性が高いことを付記しておく。

B区範囲は既存集合住宅の生活道路にあたるため、幅2m、長さ約24mのトレンチ調査を実施した。B区全体

図（図9）における破線部分は、下水管および水道管埋設のため掘り残した箇所を示す。B区では表土および盛

土層下で少なくとも５層に及ぶ水田層が認められた。トレンチ内の堆積土は全体にグライ化が認められ、遺物包

含層の把握が困難であった。地表下約110cmで少量だが土器片を伴う層（h層）を確認したため、同層を遺物包

含層と判断し、地表下約140cmを遺構検出面に設定、掘り下げを実施した。

調査区全体で検出した遺構は、竪穴住居跡7軒、土坑3基、小穴15基、性格不明遺構2基である。竪穴住居跡

の時期の内訳は、弥生時代中期後葉1軒、同後期1軒、古墳時代後期3軒、時期不明2軒である。時期不明の住

居跡は、検出範囲が狭小かつ出土遺物が僅かなため時期決定の根拠を示せなかったものだが、図13の土層堆積状

況から、古墳時代以降の掘削と考えられる。遺構はA区北側に密集し、特に古墳時代後期の遺構に重複関係が目

立つ。出土した遺物は弥生時代中期から後期と古墳時代後期が主体となり、土器の総量は23,057.6gを量る。

図10 基本層序柱状図（1/40）
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第3節 遺構と遺物
調査で検出した遺構は、基礎情報を一覧表（表1）にまとめ、竪穴住居跡および特徴的な遺構について個別遺

構図を提示した。

出土遺物は、土器、土製品、石器である。このうち、土器18点、土製品5点、石器6点の計29点を図化、掲載

した。掲載した遺物には通し番号を付し、観察所見を観察表（表2）にまとめた。以下、遺構ごとに詳細を記述

する。

竪穴住居跡

【SB1】

調査区の南西隅で検出した。住居西側が調査区外となるため全体は検出できていないが、検出できた遺構の規

模は2.82m×1.67mを測り、検出面から住居の床面までの深さは約4.8cm、住居の平面形は隅丸長方形を呈する可

能性が高い。本住居跡に伴うピットを2基検出し、調査区壁際の南西隅では、炉跡と考えられる焼土を検出した。

出土した土器の総重量は、1,807.2gを量る。SB1から出土したのは破片資料がほとんどだが、波状文と簾状文

が施文されている土器や、器種は不明だが赤色塗彩が施されている土器が含まれる。このうち3点を図化した。

床直上から出土した1は壷である。頸部から底部まで残存し、胴部中位に最大径を持ち、無花果形を呈する。外

面には赤色塗彩が施されており、胴部上から底面にかけては黒斑を観察することができる。2の甕の内面は摩耗

により器壁の荒れが激しい。3の甕は、口縁部から頸部にかけて残存している。外面には波状文と簾状文が施さ

れており、内面はハケとミガキで調整されている。施文方法から、弥生時代後期に長野盆地を中心として盛行し

た箱清水式土器と考えられる。

出土した遺物には箱清水式土器が含まれていることや住居跡の検出状況から、本遺構の時期は弥生時代後期と

推定される。

【SB2】

調査区の中央付近で検出した。住居東側の一部は調査区外にあり未検出だが、ほぼ全容を確認することができ

た。検出できた住居の平面形は円形を呈し、規模は直径5.24mを測る。検出面から住居跡の床面までの深さは約

1.7cmと極めて浅い。本住居跡に伴うピット17基、土坑1基を検出した。このうち、主柱穴はP2・P6・P7・

P9で5本主柱穴の住居と考えられる。残りの一つは調査区外のため不明だが、P7・P9それぞれの対角とな

る場所にあると想定する。住居内の床面3箇所にて被熱痕（焼土）が認められた。本住居跡の壁際には、壁溝が

全体に廻らされ、壁溝内にて3基のピットを検出した。検出面からの深さは約7.1cmとなる。

土坑（SK1）は住居内中央部にあり、規模は1.20m×0.63mを測り、土坑の平面形は楕円形を呈する。遺構覆

土は黒色土層（1層）の下に焼土層があり、遺物は炭化物とともに焼土層から出土した。

SB2から出土した土器の総重量は、2,175.9gを量る。19 ～ 22については、土器を転用した円盤と考えられる。

4は土師器の壷である。底部のみの残存であり、内外面ともにナデ調整されている。

SB2はSB6と重複関係にある。住居の平面形態からSB6は古墳時代と推定され、本住居跡のほうが時期は

古いと考えられる。破片資料にも土師器が含まれているが、ほとんどが覆土から出土しており、4の土師器の壷

についても混入遺物であると考えられる。

残りの良い土器は少ないが、床面や床直上から出土している土器の様相や住居の平面形態から、本遺構の時期

は弥生時代中期と推定される。

【SB3】

調査区北東隅で検出した。大部分が調査区外となり、検出し得たのは住居南西の壁から床にかけての一部のみ
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である。床面は硬化が認められたが、柱穴や炉跡、壁溝は検出されなかった。

SB3から出土した土器の総重量は162gである。いずれも細片で、図化できるものはない。土器は赤彩するも

のと櫛描文を施文するものがみられる。出土土器は弥生時代中・後期の割合が高いが、図13の土層堆積状況から

は弥生時代包含層と判断した8層を掘り込む様子が看取される。このため、遺構の時期は古墳時代以降と考えら

れる。

【SB4】

調査区北端中央で検出した。SB5、SB6、SB7と重複する。重複する遺構の中では最も新しい遺構である。

遺構の北側1/4程度が調査区外となる。想定される遺構の規模は7.52m×7.04mで、平面形は方形を呈す。検出

面からの遺構の深さは約8cmと浅い。遺構に伴うピット、土坑は計3基検出した。P1、SK2が柱穴と考えら

れる。SK2は調査時には単独遺構として記録を行ったが、位置関係や出土遺物からSB4およびSB5に伴う遺

構と判断した。この他、住居の東側から中央付近にかけて貼床を検出した。カマド、炉等の燃焼施設は検出され

なかったが、調査区外となった住居北壁にこれらの施設が存在する可能性がある。

SB4から出土した土器の総重量は1,447.1gだが、重複するSB5、6、7の遺物が混入している可能性が高い。

可能な限りSB4と判断できる遺物を抽出し、5～7を図化した。5は土師器甕の底部と見られる破片である。

内外面共に摩耗が著しく、外面の調整は定かではない。内面は板状工具によるナデの痕跡が認められる。6は須

恵器甕の破片である。外面に平行タタキ痕、内面に同心円状の当て具痕が認められる。器壁の厚さは0.6cm前後

とやや薄い。甕胴部の破片と考えられるが、全形は不明である。7は土師器甕である。口縁から胴中部までの残

存である。口縁部に最大径を持つ長胴形を呈すと考えられる。外面は縦方向のケズリ調整を行い、内面は板状工

具によるナデ調整を行う。この他、赤彩や櫛描文を施文する土器等弥生時代中期から後期の遺物が見られるが、

全体に占める割合は低く、混入と判断した。遺構の時期は古墳時代後期と推定される。

【SB5】

調査区北端中央で検出した。SB4、SB6、SB7と重複する。SB4より古く、SB6、SB7より新しい。遺

構全体にSB4が重複するため、住居壁や床面は残存していない。検出したP3、P4、P5、SK2が柱穴と考

えられる。また、SB4-P 1の東に延びる溝は住居の壁溝と考えられる。柱穴と壁溝の位置から、SB5は一辺

約5.1mの方形を呈する住居跡と推定される。住居跡の北壁際に当たる部分に、被熱痕が認められた。全体が焼

けて硬化しており、カマド火床と考えられる。周囲には構築材の抜き取り痕と見られる窪みが検出された。

SB5から出土した土器の総重量は1,368.1gである。ほとんどが破片資料で、器形を示すことのできる個体が少

ないが、比較的残存状態が良好な8～ 10を抽出、図化した。8、9は土師器甕の口縁部である。10は土師器甕

の胴部である。残存部分から、胴部がやや張る形状を呈すと予想される。外面には縦方向のケズリ調整、内面は

板状工具によるとみられるハケ調整が認められた。遺構の時期は古墳時代後期と推定される。

なお、SB4およびSB5は、現地での調査時に遺構東側の貼床範囲とそれ以外の範囲で遺構の違いを認識し、

東側の貼床を持つ住居跡をSB4、西側の住居跡をSB5として調査を行った（図12）。しかし、整理調査の段階

で遺構の再検討を行ったところ、住居内ピットや土坑の配列、A区北壁の土層堆積状況等から2軒の竪穴住居が

入れ子状に重複していたと判断した。

【SB6】

調査区北側西寄りで検出した。SB2、SB4、SB5と重複する。SB2より新しく、SB4とSB5より古いと

考えられる。住居南西の壁および床面の一部を検出した。検出範囲における遺構の規模は4.03×3.85mで、平面

形は方形を呈する。検出面からの遺構の深さは約4cmと浅い。遺構に伴うピットは1基検出した。
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SB 6から出土した土器の総重量は543.9gである。いずれも細片で図化できるものはない。遺物からは住居の

時期を特定し難いが、遺構平面形態から古墳時代の住居跡と推定される。

【SB7】

調査区北端西側で検出した。SB4と重複し、SB4よりも古い。遺構の大部分は調査区外となるため、調査区

内では住居の北西隅を検出したのみで、住居の規模や内部施設等は不明である。また、住居壁を重機検出時に掘

削しており、床面部分のみの検出となった。遺構の平面形は検出し得た部分から方形か長方形を呈すと考えられ

る。遺物は出土していない。遺構の重複関係と調査区北壁の土層堆積状況から、古墳時代以降の住居跡と判断さ

れる。

土坑・小穴

竪穴住居跡以外の遺構としては、土坑3基、小穴13基を検出した。土坑のうちSK1、SK2はそれぞれ竪穴

住居跡に伴う遺構と考えられる。SK3からは遺物が出土せず、遺構の時期は特定し難い。重複関係を明確にで

きなかったため断定はできないが、位置関係からSB5の出入口施設の可能性がある。小穴は、その用途や時期

が明らかなものはないが、出土遺物は竪穴住居跡の時期に概ね合致するため、該期に掘削されたものと考えられ

る。

性格不明遺構

【SX1】

B区南側で検出した。遺構東側は調査区外となり、北側は攪乱によって掘り込まれているため、遺構の全形は

不明である。遺構底部は擂鉢状になり、検出面からの深さは約40cmである。検出範囲においてピット等の内部

施設は無く、炉跡あるいはカマド跡等の燃焼施設も認められなかった。

出土遺物は土器236.3gである。大半が破片資料で、図化し得たのは16のみである。16は須恵器の壺で、胴下部

から底部にかけての残存である。底部外面に回転糸切による切り離し痕が残る。破片資料は土師器、黒色土器、

須恵器、赤彩等が認められるが、遺構の時期決定に有力な資料はなく、遺構の時期は不明である。遺構の性格に

関しては土坑、あるいは竪穴住居跡の可能性が挙げられるが、いずれも断定し難い。

【SX3】

A区北側東で検出した。SB2の北縁に一部重複する遺構で、上面からの落ち込みは認められず、炭化物や多

量の焼土が含まれた土と共に破砕した土器がまとまった状態で検出された。当初はSB2に付属するカマドを想

定したが、調査中SB2が弥生時代中期の遺構と判明し、他に帰属遺構を見出せなかったため、性格不明遺構と

して報告する。SX3の堆積土は焼土ブロックが多量に混じる黒色土（上層）と、灰混じり土（下層）に大別さ

れる。堆積土を全て除去したところ、被熱痕が認められた。周囲からは複数の礫が検出されたが、被熱面から浮

いた位置で検出されたものがほとんどである。

出土遺物は土器8,667.7gで、大半が上層にあたる焼土ブロック混じり土から出土した。図化した5点（14 ～

18）はいずれも土師器の甕である。14、15、17は胴下部から底部を欠損しているが、5点とも口縁部に最大径を

持つ長胴形を呈する。胴部外面はケズリ調整を行う。外面が摩耗した個体が多く、器面が一部剥離したもの（16、

17）も見られた。また、17はケズリ調整のほか一次調整と考えられるハケ調整痕を残す。胴部内面は板状工具で

調整するもの（15、16、18）とハケ調整するもの（14、17）が認められた。この他、図化し得なかったが土師器

甕の破片が多く見られた。
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SX 3は、堆積土の様相や被熱痕から、何らかの燃焼行為を伴う施設であると考えられ、古墳時代後期のカマ

ド残欠の可能性がある。調査では帰属遺構を検出することができなかったが、SX3をカマド跡とすれば、古墳

時代後期住居跡の存在を想定できよう。

包含層・検出面の遺物

包含層および検出面からは調査区全体で4,481.7gの土器と土製品、石器が出土した。図示したものは、土師器

甕（12）、高杯（13）、円盤形土製品（23）、石器（24 ～ 29）である。12は口縁から頸部にかけての残存である。

外面に縦方向のケズリ調整が認められる。13は高杯の杯部である。下部に明確な稜がみられ、外面はミガキ調整

が行われる。

石器のうち、24 ～ 26は剥片である。27は縁に加工痕が見られ、石斧あるいは石槌としての使用が考えられる。

また、28・29は石斧未製品の可能性がある。

第4節 C区工事立会い
C区の工事立会いは令和元年8月19日に実施した。工事立会いの対象としたC区の面積は約22m2である。A・

B区から約90m西の地点で、標高はB区南端とほぼ同等である。

地表下約60cmで遺物包含層と考えられる暗褐色土を検出した。同層は、観察を行った範囲では10 ～ 20cm程

度の堆積が確認された。遺構と判断される落ち込みや遺物は検出されなかった。

C区 表土掘削状況 C区 土層堆積状況
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図11 個別遺構実測図1
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図13 調査区北壁土層堆積状況図
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A区全景（空撮写真・上が北）

A区全景（北西から）

遺構写真図版 1
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SB2完掘状況（空撮・右が北）

SB4・SB5・SB6完掘状況（空撮写真・上が北）

遺構写真図版 2
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B区全景（北から） B区全景（南から）

B区土層堆積状況（東壁北側） B区土層堆積状況（東壁南側）

A区土層堆積状況（北壁） SB1遺物出土状況（西から）

SB1完掘（東から） SB2完掘（西から）

遺構写真図版 3
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SK1土層堆積状況（南西から） SK1遺物出土状況（南西から）

SK1完掘（南西から）

SB4・5完掘（南東から）

SB3完掘（南西から）

SX3土器出土状況（上層）

SX3土器出土状況（下層） SX1完掘（東から）

遺構写真図版 4
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表2 遺物観察表
図版 出土遺構

種別 器種
残存 寸法（cm） 成形・調整・施文 備考・その他

図 番号 遺構名 位置 部位 残存率 口径 底径 器高 外面 内面

16

1 SB1 床直上 弥生土器 壷 頸~底 3/4 ― 6.6 （13.8）
赤彩
ミガキ

ナデ
内底:指ナデ

黒斑

2 SB1 覆土 弥生土器 甕 胴中~底 1/2 ― 6.5 （11.9） ハケ→ミガキ ナデ

3 SB1 床直上 弥生土器 甕 口~頸 1/3 15.2 ― （7.8）
波状文
簾状文

ハケ→ミガキ

4 SB2 床直上 土師器 壷 底部 3/4 ― 7.1 （2.8） ナデ ナデ

5 SB4 覆土上層 土師器 甕 底部 1/6 ― 9.6 （1.6） 摩耗不明 工具ナデ?

6 SB4 覆土下層 須恵器 甕 胴部 ― ― ― 平行タタキ 同心円当て具痕

7 SB4 覆土下層 土師器 甕 口~胴中 3/4 （20.0） ― （16.3）
口縁:横ナデ
胴:ケズリ

口縁:横ナデ
胴:ナデ

8 SB5 床面 土師器 甕 口縁 1/6 18.5 ― （4.1） 横ナデ 横ナデ

9 SB5 覆土上層 土師器 甕 口縁 1/6 18.6 ― （3.6） 横ナデ ナデ 器面摩耗

10 SB5 層位 土師器 甕 胴部 1/10 ― ― （19.7） ケズリ・ヨコナデ（?） 横ハケ 胴下部に黒斑

11 SX1 覆土 須恵器 壷 底 1/3 ― 9.6 （4.0） ロクロナデ ロクロナデ

12 検出面 土師器 甕 口縁 1/5 （17.0） ― （4.3） 横ナデ
横ナデ
ナデ

13 検出面 弥生土器 高杯 杯部 4/5 ― ― （3.4） ミガキ ミガキ

17

14 SX3 土師器 甕 口~胴上 2/3 13.6 ― （12.0）
ケズリ
口:横ナデ

ハケ
口:横ナデ

黒斑

15 SX3 土師器 甕 口~胴上 3/4 17.9 ― （22.8）
ケズリ→ナデ?
口:横ナデ

板状工具ナデ
口:横ナデ

16 SX3 土師器 甕 口~底 3/4 20.8 4.65 36.75
ナデ
胴（下）:ケズリ→ナデ

板状工具ナデ

17 SX3 土師器 甕 口~胴 4/5 18.6 ― （31.0）
ハケ→ケズリ
口:横ナデ

ハケ
口:横ナデ

黒斑

18 SX3 土師器 甕 口~底 4/5 20.2 6.7 34.9
ケズリ
口:横ナデ

板状工具ナデ
口:横ナデ

図版 出土遺構
種別 名称 寸法（cm）・調整・その他

図 番号 遺構名 位置

18

19 SB2 覆土 土製品 円盤 直径2.7・土器転用

20 SB2 覆土 土製品 円盤 直径3.2・土器転用

21 SB2 覆土 土製品 円盤 直径3.2・土器転用・穿孔途中

22 SB2 覆土 土製品 円盤 6.1×3.4・土器転用・外面:ナデ→ミガキ・内面:工具ナデ

23 検出面 土製品 円盤 直径6.5・土器転用・刺突文

24 SK1 覆土3層 石製品 剥片 4.03g・頁岩製・全体的に風化

25 SK1 覆土 石器 剥片（縦長） 13.22g・頁岩製

26 SK1 覆土1層 石器 剥片 21.19g・頁岩製・原礫面残存

27 SB6 床直上 石器 不明 160.21g・安山岩製・両縁に加工痕あり・打製石斧または石槌の可能性あり

28 SB2 床面 石器 石斧未製品 222.86g・安山岩製

29 包含層 石器 不明 775.65g・凝灰岩製

凡例	 口：口縁部	 ハケ：ハケ調整
	 頸：頸部	 ナデ：ナデ調整
	 胴：胴部	 ケズリ：ケズリ調整
	 底：底部	 ミガキ：ミガキ調整
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第4章 総括
本調査で検出された遺構から、古宇木遺跡では弥生時代中期と同後期、古墳時代後期に集落の形成が認められ

た。古墳時代前期から中期にかけての遺構は検出されず、この期間は別の場所に集落が移動していたと考えられ

る。また、奈良時代以降に関しては、平安時代の遺物が少量出土しているが、該期と判断できる遺構は検出され

なかった。奈良時代以降は再び集落が移動したと推察する。調査で確認できた範囲は限られるが、調査成果をも

とに、予想される古宇木遺跡の集落の広がりと、浅川両岸の諸遺跡との関連について概観し、総括としたい。

弥生時代中期と後期の遺構は、いずれも竪穴住居跡を1軒ずつ検出したのみであり、集落規模や範囲を想定す

ることは難しい。SB2は住居跡の平面形態や出土土器から弥生時代中期後半の栗林式期の竪穴住居跡と考えら

れる。出土土器の大半が破片資料で器形の全容を把握できる資料がないため、栗林式期における時期の細分は困

難である。

長野市内におけるこれまでの発掘調査成果から、該期の集落は、住居数が数十軒に上る大規模な集落と、10軒

前後の比較的小規模な集落が存在することが指摘されている。浅川扇状地においては後者が多数を占め、扇状地

上に小規模な集落が点在する様相が看取されることから、古宇木遺跡で検出された該期の集落もこうした小規模

集落である可能性がある。今回の調査では、該期の集落範囲を推定するには至らなかったが、調査区外に同集落

の居住域が展開していくと考えられる。なお、古宇木遺跡周辺では、浅川端遺跡、檀田遺跡、神楽橋遺跡などで

弥生時代中・後期の集落が検出されている（註）。

古墳時代後期の遺構は、竪穴住居跡3軒を検出した。このほか、時期不明とした竪穴住居跡が2軒あるが、土

層の堆積状況と遺構の重複関係から、少なくとも古墳時代の範囲に収まると考えられる。時期確定の根拠となる

遺物を検出することができなかったが、調査区全体を通して古墳時代前～中期の遺物がほとんど検出されなかっ

たことから、古墳時代後期の遺構である可能性は高いといえる。古墳時代後期の竪穴住居跡は調査区の北端に集

中し、3軒が重複した状態である。出土遺物からは大きな時期差は見出せず、一定期間継続して居住していたと

推察する。現段階では集落範囲は不明と言わざるを得ないが、遺構の分布状況から調査区以北の標高408m付近

に同集落の居住域中心部が存在したと考えられる。なお、調査区以南に関しては竪穴住居跡の密度は低くなるこ

とが予想されるが、集落縁辺部の遺構が展開する可能性がある。

浅川扇状地において、古墳時代後期は集落が著しく増加した時期である。住居数20軒を超す大規模集落が形成

され、その周辺に数軒から10軒規模の小集落が点在する傾向が認められる。古宇木遺跡周辺で注目されるのは、

本調査地から北東へ約250mの地点にある浅川端遺跡である。浅川端遺跡は、浅川右岸の微高地上に形成された

集落遺跡で、弥生時代中期から平安時代までの集落跡が確認されている。同遺跡において最も集落規模が拡大し

たのは古墳時代後期で、50軒に上る竪穴住居跡が検出された。重複が多く、同時期に存在した住居数は検出数と

同等ではないが、大規模な拠点的集落であった可能性は高いと考える。浅川端遺跡の古墳時代後期集落を浅川右

岸における拠点的な集落と仮定するならば、その位置関係から、古宇木遺跡における古墳時代後期集落は、浅川

端遺跡周辺で衛星的に形成された小規模集落の一つと推測される。

本調査は、古宇木遺跡内において初めての発掘調査であり、複数時期にわたる集落の形成を確認することがで

きた。しかし、確認し得たのは遺跡範囲の一部である。今後、調査地周辺の埋蔵文化財包蔵状況の把握に努める

とともに、周辺遺跡を含めた古宇木遺跡の検討が課題である。
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

古宇木遺跡 集落
弥生時代中期
弥生時代後期
古墳時代後期

弥生時代中期竪穴住居跡1
同後期竪穴住居跡1

古墳時代竪穴住居跡5
土坑
小穴

弥生土器
土師器
須恵器

弥生時代中
〜後期およ
び古墳時代
後期集落跡

概要

古宇木遺跡は、浅川扇状地の扇頂付近に位置する集落遺跡である。調査では弥生時代中期と同後期、古墳時
代後期の竪穴住居跡を検出し、該期の集落跡であることが判明した。弥生時代の遺構は調査区に点在する状
況で、集落規模や範囲の想定には至らなかった。古墳時代後期の遺構は調査区北端に集中し、南下するに従っ
て密度を低くする。このことから、集落中心は調査区以北にあると推測される。



長野市の埋蔵文化財第161集

浅川扇状地遺跡群

古宇木遺跡

令和3年3月31日 発 行

発 行 長 野 市 教 育 委 員 会
編 集 長 野 市 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー
印 刷 三和印刷株式会社


	扉〜目次
	p01-37



